
子どもの健やかな成長を願って 

校 長   浅 野 尊 浩  

子どもの成長について、日々、悩みは尽きないもの

です。「子どもには一人一人個性があり、成長の仕方

はそれぞれ違うものだ」「できないこと、苦手なことは誰

でもある」とわかってはいても、困り感や不安でいっぱ

いになることがあります。つい、他の子どもと比較をし

て、焦りや心配が大きくなってしまうこともあるでしょう。 

大人になるまでの長い過程で、子どもは色々な集団

や環境に属して、様々な人との関わりの中で学び、成

長します。「今は、うまくいっている。」と思っていても、進

級や進学、思春期をきっかけに、困ったり、落ち着いた

りするケースもあります。どのように成長するか、どのよ

うなことでつまずくかは、複雑で予測が難しいです。 

子どもの可能性や個性を大いに発揮し、自信や意

欲を高めて生活や学習ができるように、家庭、地域、学

校とで連携してサポートしていきたいと考えています。 

◇全て子どもに必要な特別支援教育 

特別支援教育は、障がいのある子どもの自立と社

会参加をするための主体的な取り組みを支援するとい

う視点に立って行います。対象となる子ども一人一人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の教育的ニーズを把握し、その子の力を伸ばし、学習

や生活で抱える困難さを軽減し、改善するための適切

な指導や支援を行う教育です。 

また、通常学級に在籍する子どもにも、読むこと、話

すこと、漢字を覚えること、計算すること等、学習面で何

らかの苦手意識や困難をもっている子どもや、集団で

規律を守って行動すること、感情をコントロールするこ

と、人の気持ちを上手に読むことが苦手、やりたいこと

や言いたいことをすぐに行動に移してしまう等、行動面

で上手くいかない子どもの特性に応じた適切な指導

や支援も特別支援教育にあたります。  

◇インクルーシブ教育とは 

今、障がいや病気の有無等の様々な違いを越えて、

全ての子どもたちがともに学び、一人一人の教育的ニ

ーズにあった適切な教育的支援を行うインクルーシブ

教育の構築が求められています。 

「インクルーシブ」には包み込むという意味があり、イ

ンクルーシブ教育は、すべての子どもたちが同じ教室

で一緒に学ぶことを目指す教育です。特別な支援が

必要な子どもも、そうでない子どもも一緒に学びます。

これにより、みんなが互いに理解し合い、助け合うこと

ができる学校作りを目指します。 

日本でインクルーシブ教育の考え方が本格的に取

り入れられ始めたのは、2006年の国連総会で採択さ

れた「障害者の権利に関する条約」がきっかけになり

ました。この条約に基づき、2011年に日本の「障害者

基本法」が改正され、障がいのある子どもが可能な限

り障がいのない子どもと共に教育を受けられるように

配慮することが示されました。 

その後、2013年には文部科学省が「インクルーシ

ブ教育システム構築事業」を開始し、学校にもエレベ

ーターやスロープが設置される等の環境整備と、イン

クルーシブ教育の普及・実践が進められています。 

本校においても、特別支援教育とインクルーシブ教

育の理念を取り入れて、全ての子どもが夢や希望をも

ち、安心して学べる学校作りを進めています。 

長岡京市立長岡第五小学校 「学校だより」                        令和７年２月３日（月） 

 

HPアドレス http://www.kyoto-be.ne.jp/nagaoka5-es/ 
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Well-being  ～ 子どもの笑顔は 未来の希望 地域の宝 ～ 



２月の主な予定 

1 土  

2 日  

3 月  

4 火  

5 水 全校集会⑦ 

6 木  

7 金 長四中入学説明会 

8 土  

9 日  

10 月  

11 火 建国記念の日 

12 水 
３年ゲストティーチャー（山城郷土資料

館） すくすく教室 

13 木 ひまわり 卒業を祝う会（長法寺小） 

14 金 学年発表会 PM 

15 土 長岡京市小中学校美術展① 

16 日 長岡京市小中学校美術展② 

17 月 委員会⑧最終 

18 火  

19 水 ６年生を送る会 ４年クラブ⑦ 

20 木  

21 金 ひまわり学級劇 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火  

26 水 ４年クラブ⑧最終 クラブ⑧最終  

27 木  

28 金 ４年出前授業 
 

【3月の予定】 

・ ５日（水）地区集会・一斉下校 

・18日（火）給食終了・卒業式前日準備 

・19日（水）第 54回卒業証書授与式（5年生が参加） 

・21日（金）３校時授業（11:40下校） 

・24日（月）令和６年度 修了式(11:40下校) 

※４月１日（火）、体育館で学校を離れる先生とお別れす

る離任式を行います。 

登校班での登校となり、参加は自由です。詳しくは、

改めてお知らせします。 

～ お 知 ら せ ～  

学年発表会について 
 19 日(水)の「６年生を送る会」に向け、それぞ

れの学年で歌や合奏の練習に取り組んでいます。 

 練習の成果を、14 日(金)の学年発表会で披露し

ますので、ぜひご来校ください。詳しい内容につき

ましては、1月 23日(木)のスクリレ配信の文書を

ご覧ください。 

 

令和７年度の下校時刻について 
来年度４月より校時表を一部変更します。  

１・２年生は、週に１回、４校時で下校する予定で

す。詳細につきましては、３月の学校だよりでお伝

えします。お知りおきください。 

 

住所変更・転出にかかわって 
３月５日（水）の地区集会で来年度の新登校班が

発表されます。現在、育友会で調整をしてくださっ

ています。校区内転居や転出など予定のある方は、

担任まですぐにお知らせください。 

 

流行風邪に気を付けてください 

 3学期に入り、インフルエンザ等により欠席する

児童が増えてきています。新型コロナウイルス感染

症と同じく、こまめな手洗いうがいやマスク着用、

部屋の換気などを意識して、残り 1ヶ月半、みんな

元気に過ごしてほしいと思っています。 

 

学級諸費等の集金について 
引き落とし日 ２月１０日（月） 
残高のご確認、ご入金をよろしくお願いします。 

 給食費 学級費等 合  計 

１年 

5,160 

0 5,160 

２年 0 5,160 

３年 560 5,720 

４年 2,700 7,860 

５年 3,000 8,160 

６年 500 5,660 

＊４・５年生は積立の金額が含まれます。 
＊学年により、諸費が変わります。 
お間違えのないようにご注意ください。 

 


